小学校　国語　　国語辞典の使い方②　　
（　　　）年（　　　）組（　　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　　　）
[image: image1.png]


　　
　








　











点





一　国語辞典に先に出てくるじゅんに番号を書きましょう。（１０点×７問）


　　　


【例】（　２　）はな　　（　１　）はち　　（　３　）はん


　　


⑴　（　　　）あさ　　（　　　）あき　　　（　　　）あめ








⑵　（　　　）かみ　　（　　　）かお　　　（　　　）かさ


　　　　　　　　　　　　　


　


⑶　（　　　）ふしぎ　（　　　）ふろしき　（　　　）ひろい








⑷　（　　　）ホール　（　　　）ポール　　（　　　）ボール　　　　　　　








⑸　（　　　）しめい　（　　　）しめきり　（　　　）しめなわ








⑹　（　　　）クラス　（　　　）くらす








⑺　（　　　）バレー　（　　　）バレエ　　











二　文の中で、いろいろに形をかえる言葉があります。国語辞典では、例の投げるの


ような見出し語で出ています。　　　線の言葉を見出し語になおしましょう。　　　　　　（１０点×３問）


【例】　友だちが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),投)�げたボールを、しっかりとキャッチした。





　


⑴　かき氷がとけて、ジュースになった。








⑵　目をとじて、いい音楽をきく。








⑶　今日は、星がきらきらかがやく、しずかな夜です。




















　　　　　点





①「は・ひ」（�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せいおん),清音)�）


②「ば・び」（�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だくおん),濁音)�）


③「ぱ・ぴ」（�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はんだくおん),半濁音)�）


のじゅんで辞典に出てくるよ。





　投げる





　





　





　








